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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子はBORIS + CTCF遺伝子ファミリーのメンバーであり、11個の高度に保存されたジンクフィンガー（ZF）ドメインを持つ転写調節タンパク質をコードしています。この核タンパク質は、ZFドメインの様々な組み合わせを用いて、異なるDNA標的配列およびタンパク質に結合することができます。結合部位の状況に応じて、このタンパク質はヒストンアセチルトランスフェラーゼ（HAT）を含む複合体に結合して転写活性化因子として機能するか、ヒストン脱アセチル化酵素（HDAC）を含む複合体に結合して転写抑制因子として機能することができます。このタンパク質が転写インシュレーターエレメントに結合すると、エンハンサーと上流プロモーター間の情報伝達を遮断し、インプリント発現を調節することができます。この遺伝子の変異は、浸潤性乳がん、前立腺がん、およびウィルムス腫瘍と関連付けられています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HEK293細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をCTCFウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

